
 

※令和４年度以降入学生用 

  

  令和５年度 教育文理科 

 

教科 教育文理 科目 教育探究Ⅱ 単位数 １単位 年次 ２年次 

使用教科書 自主教材 

副教材等 課題研究メソッド 2nd Edition ～よりよい探究活動のために～（新興出版社啓林館） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・「よりよい学校、よりよい大阪をめざして、あなたは何ができるか」という問いを探究することが

この授業の大きな目標です。具体的には、教育探究Ⅰの内容をより実践的に発展させ、実社会や実

生活における課題を解決する活動を通して、次のようなことができることをめざします。 

・授業の活動では「学び、（他者に）教え、（学び教えることを通じて）自ら育つ」という視点で、

自らを取り巻く環境やその要因に対する興味を深め、より深い知識や概念を応用する方法を学び、

情報を分析して自らの主張を合わせて発表できるようにしましょう。 

・対話を通して深く考える態度、協働的な場を作っていく力を身につける。 

・未知の物事への寛容性や異なる価値観を尊重する態度を身につける。 

２ 学習の到達目標 

教育に携わるための探究の見方・考え方を働かせ、実社会や実生活における課題を解決する活動を

通して、よりよく課題を発見し、解決していくための基礎となる資質・能力を応用して活用する力を

次のとおり育成することをめざす。 

（１）「学び、（他者に）教え、（学び教えることを通じて）自ら育つ」という視点で行う探究の過

程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能の基礎を身に付け、探究の意義や価値の

基本的な概念を理解し、活用することができる。 

（２）実社会や実生活について、「学び、（他者に）教え、（学び教えることを通じて）自ら育つ」

という視点から問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・

表現することと他者の取り組みからの学びを自らの学びに活かすことができる。 

（３）対話を通して主体的・協働的な探究の場を作るために自らおよび他者の個性を把握し、活用し

ていくことができる。また未知の物事に対応する力、異なる価値観を尊重し、よりよい社会を

実現しようと努力し、自らの考えに織り交ぜることができる。 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・与えられた手法を用いて事実

的知識を獲得することができ

る。 

・収集した知識を「教育」という

視点から、より深い知として

統合する際に学びの分野が複

数にわたっていることが見ら

れる。 

・「教育」という視点から調査し

た結果や考察を発表する手法

を理解することができる。 

・調査結果や考察を発表する手法

を適切に選択する場面で独自性

を織り交ぜる様子が頻繁に見ら

れる。 

・情報を分析し、理論に基づいて、

より深い問いが立てられる場面

が頻繁に見られる。 

・客観的な根拠を用いて説明し、

論理的な説明を行う場面が頻繁

に見られ、主張を客観的に表現

することができる。 

・自分と違う意見を尊重する態度

を示し、自らの学びに活かす場

面が時折見られる。 

・自己を客観的に見つめ、自らを

取り巻く環境やその要因と自己

を関連付ける場面が頻繁に見ら

れる。 

・目標に向かって自律的に行動

し、他者の個性を活かす協働的

な作業を行う場面が見られる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 探
究
基
礎 

・グループに分かれて年間

のテーマを設定し、テー

マに対するタスクを考

え、テーマと探究手法に

ついて検討し、決定する。 

a:「教育」という視点から設定し

たテーマを探究する手法を理

解している。 

b:テーマに即して得られる情報

を整理し、自らの思考を客観的

に表現できる。 

c:他者の意見や異なる価値観を

テーマに活かしている。 

発表 

 

 

レポート 

発表 

 

 

レポート 

ポートフォ

リオ 

 

観察 

中
間
報
告
・ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン 

・各グループで設定したテ

ーマに即して収集した情

報を精査し、発表を行う。 

・他グループの発表や意見

から振り返りを行い、考

察する。 

a:複数の分野の知識を統合し、よ

り深い知識や概念とむすびつ

けることができる。 

b:テーマに即して、他者に伝える

ことができ、他グループの学習

が発展するように気付きを表

現できる。 

c:役割の分担を丁寧に行い、それ

ぞれの良さを活かすことがで

きる。 

発表 

 

課題制作 

 

レポート 

発表 

 

課題制作 

 

レポート 

ポートフォ

リオ 

 

 

観察 

２ 探
究
事
例
学
習 

・先行研究や論文などから

研究手法や探究の進め方

を把握していく。 

a:根拠に基づいた情報から得ら

れる知識を整理し、活用するこ

とができる。 

b:得られた知識を分析し、自らの

探究に必要な情報を選ぶこと

ができる。 

c:自らの気付きに加えて、他者の

指摘から学習を深めようとし

ている。 

課題制作 

 

 

レポート 

課題制作 

 

 

レポート 

ポートフォ

リオ 

 

観察 

グ
ル
ー
プ
で
の
成
果
発
表 

・グループで問いに対する

調査・考察を行った結果を

ポスターにまとめて発表す

る。 

a:これまでに学んだ手法を用い

て適切に知識を整理すること

ができる。 

b:問いに対する考察を順序だて

て発表することができる。 

c:自らの発表と他グループの発

表から新たな発見をしようと

している。 

発表 

 

レポート 

 

ポスター 

発表 

 

レポート 

 

ポスター 

ポートフォ

リオ 

 

 

観察 
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３ 今
年
度
の
ま
と
め
と
次
年
度
の
準
備 

・発表の振り返りをもとに問

いを再構築する。 

 

 

 

 

 

 

 

a:収集した知識を「教育」という

視点から、より深い知として統

合することができる。 

b:客観的な根拠を用いて理論的

に説明することができる。 

c:他者の意見や異なる価値観を

尊重することができる。 

プレゼン 

 

 

レポート 

プレゼン 

 

 

レポート 

ポートフォ

リオ 

 

観察 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


